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Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
２
月
５
日（
水
）、ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
新
大
阪
に
お
い
て
、「
第
43
回
中
央
委
員
会
」を
開
催
し
た
。議
長
団
に
京
都
地

本
岡
本
委
員
と
広
島
地
本
山
根
委
員
を
選
出
し
、浜
野
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
を
迎
え
た
。冒
頭
、上
村
中
央
執
行
委
員

長
は
、「
安
全
確
立
」「
２
０
２
５
春
闘
」「
組
織
課
題
」「
女
性
参
画
」に
つい
て
述
べ
、特
に
春
闘
で
は
、組
合
員
の
努
力
に
よ
り
黒
字
決
算
を

確
保
し
た
こ
と
を
強
調
。Ｊ
Ｒ
連
合
方
針「
１
２
，０
０
０
円
以
上
」を
踏
ま
え
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
１
５
，０
０
０
円
」「
年
間
臨
給
５・７
箇
月
」

を
要
求
し
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
賃
金
底
上
げ
を
目
指
す
決
意
を
表
明
し
た
。議
事
で
は
安
全
確
立
な
ど
や
春
闘
が
議
論
さ
れ
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
運

動
」の
徹
底
や「
公
正
な
成
果
配
分
」を
求
め
る
声
が
上
が
り
、組
合
員
の
結
束
が
確
認
さ
れ
た
。執
行
部
の
答
弁
後
、全
議
案
が
満
場
一致

で
承
認
さ
れ
、最
後
に
上
村
委
員
長
の「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」で
閉
会
し
た
。

 
●
２
０
０
５
年
４
月
25
日
の
福
知

山
線
列
車
事
故
か
ら
20
年
が
経

過
す
る
が
、区
切
り
は
存
在
し
な

い
。Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
社
員
の
約
７

割
が
事
故
後
の
入
社
で
あ
り
、事

故
を
経
験
し
た
世
代
の
役
割
は

重
要
で
あ
る
。

　

岡
山
地
本
で
は
１
月
18
日
に

「
祈
り
の
杜
」へ
の
献
花
を
行
い
、

「
安
全
の
集
い
」を
開
催
し
た
。ま

た
、過
去
の
触
車
死
亡
労
災
の
現

場
を
訪
問
し
、事
故
の
風
化
を
防

ぐ
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

今
後
も
安
全
文
化
の
継
承
と
、

世
界
一安
全
な
鉄
道
会
社
の
実
現

に
努
め
て
い
く
。

●
25
春
闘
に
つい
て
、24
春
闘
で
は

初
任
給
の
引
き
上
げ
や
手
当
の
拡

充
な
ど
成
果
が
あ
っ
た
が
、Ｍ
Ｌ
層

で
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
４
，５
０
０
円
の

み
で
、手
当
の
対
象
外
に
不
満
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、間

接
部
門
へ
異
動
す
る
と
手
当
が
減

少
す
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
Ｌ
を
目
指

さ
な
い
若
手
も
増
加
し
て
い
る
。

　

本
春
闘
で
は「
頑
張
っ
た
者
が

報
わ
れ
る
」制
度
の
原
点
に
立
ち

返
り
、Ｍ
Ｌ
層
が
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
、Ｃ
層
社
員
に
とって
目

指
し
た
い
労
働
条
件
に
す
る
必
要

が
あ
る
。加
え
て
、役
職
を
担
う

社
員
への
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
求
め
る
。

●
賃
金
昇
進
制
度
の
２
０
０
０
年

以
降
の
改
定
に
よ
り
、基
本
給
の

逆
転
が
発
生
す
る
な
ど
の
矛
盾
が

生
じ
て
い
る
。55
歳
以
降
に
調
整

率
92
％
と
な
る
平
成
採
用
社
員

が
多
く
、Ｎ
Ｓ
修
了
後
も
昇
職
が

難
し
い
状
況
で
あ
る
。既
存
社
員

の
不
満
解
消
や
整
合
性
を
図
る

た
め
、調
整
給
の
導
入
な
ど
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
。

●
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
課
題
に
つい

て
、芸
備
線
再
構
築
協
議
会
で

は
、芸
備
線
の
価
値
創
出
と
潜
在

需
要
の
試
算
が
行
わ
れ
た
。２
０

２
５
年
度
内
に
は
実
証
事
業
実
験

に
つい
て
、３
月
の
第
３
回
協
議
会

で
改
め
て
検
討
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
。し
か
し
、協
議
開
始
か
ら
１

年
が
経
過
し
、残
り
２
年
で
方
向

性
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、迅
速
か
つ
建
設
的
な
議
論
が

求
め
ら
れ
る
。地
本
と
し
て
も
現

場
の
視
点
を
持
ち
、会
社
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

●
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、利
用
者
数
が

減
少
す
る
中
、組
合
員
は
業
務
に

尽
力
し
て
い
る
。無
人
化
や
ワ
ンマ

ン
化
、大
単
位
化
な
ど
の
施
策
の
振

り
返
り
を
行
い
、新
た
な
施
策
の
検

討
も
必
要
で
あ
る
。引
き
続
き
課

題
解
決
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
２
０
２
４
年
３
月
16
日
以
降
、

北
陸
新
幹
線
を
軸
と
し
た
各
支

線
区
お
よ
び
一
部
北
陸
本
線
を

除
き
、在
来
線
は
す
べ
て
並
行
在

来
線
会
社
へ
移
管
さ
れ
た
。こ
の

組
織
改
編
に
よ
り
、労
働
災
害

や
運
転
事
故
の
発
生
状
況
に
変

化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

注
視
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
や
３
セ
ク
会
社

へ
出
向
し
た
社
員
は
、Ｊ
Ｒ
と
各

社
の
ル
ー
ル
の
違
い
に
適
応
し
な

が
ら
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
実
務

レ
ベ
ル
認
定
試
験
が
３
セ
ク
会
社

の
ル
ー
ル
と
合
わ
ず
、改
善
を
求

め
て
い
る
も
の
の
、未
だ
解
決
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

●「
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
」や「
安
全
お

守
り
手
帳
」の
活
用
は
、Ｊ
Ｒ
以

外
の
職
場
で
も
安
全
意
識
を
醸

成
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
有
効
。

今
後
も
３
セ
ク
会
社
と
の
意
見

交
換
会
を
継
続
す
る
。

●
エ
リ
ア
手
当
に
つ
い
て
増
額
を

求
め
る
。

　

物
価
上
昇
や
職
場
の
減
少
、

公
共
交
通
機
関
の
不
足
に
よ
り

車
通
勤
が
増
え
、駐
車
場
料
金

の
負
担
が
増
加
し
、通
勤
手
当
や

住
宅
補
給
金
を
含
め
た
制
度
の

見
直
し
を
求
め
る
。

●
地
上
職
Ｍ
Ｌ
層
へ
の
手
当
支

給
に
つ
い
て
、24
春
闘
で
改
善
さ

れ
た
Ｃ
層
社
員
の
手
当
支
給
を

Ｍ
Ｌ
層
に
も
適
用
し
、職
層
の
魅

力
向
上
を
図
る
よ
う
要
望
す

る
。

●
出
向
先
が
増
加
す
る
一
方
、出

向
手
当
は
長
年
据
え
置
か
れ
て

い
る
。
労
働
条
件
の
違
い
を
考
慮

し
、キ
ャ
リ
ア
促
進
の
観
点
か
ら

も
出
向
手
当
の
増
額
を
求
め

る
。

●
育
児
休
職
の
取
得
が
広
が
る

中
、休
職
者
の
業
務
を
代
替
す

る
社
員
の
負
担
増
が
課
題
。所

要
員
数
の
見
直
し
が
第
一
だ
が
、

そ
れ
が
難
し
い
場
合
、業
務
代
替

者
へ
の
賃
金
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
を

行
い
、安
心
し
て
制
度
を
活
用
で

き
る
環
境
を
整
え
る
よ
う
強
く

訴
え
る
。

●
会
社
の
組
織
変
革
に
よ
り
、遠

方
通
勤
者
や
出
向
者
が
増
加

し
、人
事
運
用
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。金
沢
支
社
と
各
３
セ

ク
会
社
間
で
出
向
継
続
期
間
の

整
理
が
進
ん
で
い
る
が
、城
端
線・

氷
見
線
の
出
向
支
援
体
制
の
協

議
や
高
山
線
の
経
営
移
管
に
関

す
る
報
道
な
ど
、組
合
員
の
不
安

が
高
ま
って
い
る
。

●
金
沢
エ
リ
ア
は
新
幹
線・在
来

線・３
セ
ク
会
社
の
三
軸
が
共
存

す
る
特
異
な
環
境
に
あ
り
、多

様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
確
保
す
る

た
め
、金
沢
エ
リ
ア
で
働
く
職
場

の
選
択
肢
を
多
く
す
る
必
要
が

あ
り
、職
場
環
境
構
築
は
急
務

で
あ
る
。

●
和
歌
山
地
方
本
部
で
は
、安
全

意
識
の
向
上
を
目
的
に「
安
全
を

考
え
安
全
を
誓
う
二
十
歳
の
集

い
」を
開
催
し
、過
去
の
事
故
の

教
訓
を
共
有
し
た
。

　

ま
た
、「
安
全
お
守
り
手
帳
」

の
活
用
や「
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
」の
徹

底
を
確
認
し
た
。

　

４
月
に
は
、グ
ル
ー
プ
会
社・協

力
会
社
の
組
合
員
が
和
歌
山
地

区
に
集
ま
り「
安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
」が
開
催
さ
れ
る
。地
本
と

し
て
も
積
極
的
に
参
画
す
る
。

●
昨
年
の
地
震
対
応
で
は
、日
頃

の
教
育
や
訓
練
の
成
果
が
発
揮

さ
れ
、今
後
も
家
庭
で
の
備
え
を

含
め
た
情
報
発
信
を
強
化
し
て

い
く
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
応
の
課
題
を
振
り
返
り
、本
社

と
議
論
を
重
ね
、よ
り
良
い
対
応

策
を
求
め
る
。

●
25
春
闘
で
は
、エ
リ
ア
手
当
の

改
善
が
長
年
の
課
題
と
し
て
、支

部
や
分
会
か
ら
強
い
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。24
春
闘
で
の
職

務
手
当
の
増
額
・
拡
大
が
あ
っ
た

も
の
の
、間
接
部
門
や
M
L
層
が

対
象
外
と
な
り
、多
く
の
組
合
員

か
ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

L
職
や
間
接
部
門
を
敬
遠
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
、こ
う
し
た
課
題

を
解
決
し
、諸
手
当
の
改
善
を
進

め
る
た
め
、中
央
闘
争
委
員
会
に

は
粘
り
強
い
交
渉
を
求
め
る
。

●
獣
害
対
策
で
は
、ハ
バ
ネ
ロ
シ
ー

ル
ド
の
散
布
を
実
施
し
、一
定
の
効

果
が
見
ら
れ
た
が
、衝
突
件
数
が

増
加
し
て
い
る
区
間
も
あ
り
、さ

ら
な
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。乗

務
員
か
ら
は
鹿
柵
の
設
置
な
ど

物
理
的
対
策
の
要
望
が
強
く
、引

き
続
き
効
果
の
検
証
を
行
い
、情

報
共
有
を
進
め
る
。

　

ま
た
、和
歌
山
県
交
運
労
協

と
県
の
政
策
活
動
を
通
じ
て
、繁

殖
抑
制
を
含
め
た
多
方
面
で
の

協
議
を
行
って
い
く
。

●
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
制
度
に
つい
て

は
、Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
や
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
ネ
ッ
ト
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
人
財
の
確
保
に
向
け
、制

度
化
を
求
め
る
。

　

特
に
紀
南
エ
リ
ア
で
は
人
手
不

足
が
深
刻
で
あ
り
、紹
介
者
への
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
な
ど
、全
社
員

が
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。雇
用
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、採
用
競
争
に
対
応
す
る

た
め
、強
く
導
入
を
訴
え
る
。
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前
田
委
員
（
金
沢
地
方
本
部
）

新
幹
線・在
来
線・３
セ
ク
出
向
の

　
　
　
　
　
　
　

環
境
構
築
が
急
務

藤
々
木
委
員
（
和
歌
山
地
方
本
部
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
応
を
振
り
返
り

　
　
　 　
　
　
　
　
　

対
応
策
の
検
討

芸
備
線
再
構
築
協
議
会　

　
　
　
　

働
く
者
の
立
場
か
ら
参
画

今
井
委
員
（
岡
山
地
方
本
部
）

特集

安
全
を
基
礎
に
絆
を
深
め

　
　
　
　
　
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！

ベ
ア
１
5
，０
０
０
円

　 

年
間
臨
給 
５
・
７
箇
月
を
求
め
る

  全
体
質
疑


